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（別紙 1） 

＜次期システムへの移行（イメージ図）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次期システム移行による実現事項＞ 
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 旧みずほ銀行/旧みずほコーポレート銀行/みずほ信託銀行の勘定系システム一元化 

- ITシステムのスリム化・効率化 

- 障害対応力の向上 

 業務・機能別にコンポーネント化 

- シンプルな構成による柔軟性向上 

- 新サービスへの柔軟な対応が可能に 

- 新規開発の期間短縮・コスト削減 

 最先端の「次世代」勘定系システム 

- サービス提供基盤の強化 

- 事務処理スピードの向上 

 




